
1 2 3 4 5 6 7 8 9 特１ 特２ 計

0 0 0 0 0 0
5 1 1 0 × 7

打順 守備
1 2 1 0 0 0 0 1 0 0
2 5 1 0 1 0 0 1 0 0
3 81 2 0 0 0 0 0 0 0
4 97 2 0 0 0 0 0 0 0
5 6 1 0 0 0 1 1 0 0
6 13 2 0 1 0 0 0 0 0
7 418 1 0 0 0 0 0 0 0

代打 1 0 0 0 1 0 0 0
8 34 2 0 0 0 1 0 0 0
9 7 1 0 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0
9 1 0 0 0 0 0 0 0

打順 守備
1 5 1 0 0 0 0 1 0 0

1 1 0 0 0 0 0 0 0
2 8 2 2 0 0 0 0 0 2

代打 9 1 0 0 0 0 0 0 0
3 3 0 1 0 1 0 1 1 1

代打 1 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0 0 0

4 7 2 1 1 2 0 0 0 0
5 6 2 1 1 1 0 0 0 1
6 2 1 2 1 1 0 1 0 1
7 4 2 0 1 0 0 0 0 1
8 1 1 0 0 1 0 0 0 0

代打 1 0 1 1 0 0 0 0
代走 5 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0
9 98 2 0 0 0 0 0 0 0

※試合経過・チーム紹介などを掲載したホームページが次のＵＲＬに開設されています。是非ご覧下さい。
http://ctr-tokyo-baseball.com/kanto2023/index.html （第48回関東中学校軟式野球大会）
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投手 チーム名

原　瑛心

齋藤　倫雅
石崎　翔斗
石原　誠太
大岡　蒼
熊坂　陸

倉本　遥生

8 0 0

東海林　航

西村　悠杜
村上　獅音

熊坂　陸 常盤平 3 10 34 0 2 2

盗塁

＜試合経過＞
１回裏、常盤平中は一死二・三塁の好機を作り、斎藤さんの適時三塁打で２点を先制し、続く好機に石崎さんの適時二塁打と
石原さんの適時安打などで３点を追加した。常盤平中は２回裏は原さんの犠打で、３回裏は倉本さんの適時二塁打で１点ず
つを追加した。５回表、明野中は川端さんの安打で好機を作ったが、得点はできなかった。常盤平中の熊坂さんと納谷さんは
明野中打線を２安打無失点に抑え、常盤平中が悲願の東京ドームでの決勝戦進出を決めた。

三振

三振

四死

四死

犠打

犠打

0 0

打数

打数

得点

得点

安打

安打

打点

打点

0 0
納谷 泰平 常盤平

1 1松崎 快成 明野 1 5 10 1 0 1
0 0 0古橋 広夢 明野 1 3

2 8 25 2 1 1

失点 自責点
川端　塁 明野 2 13 49 4 0 2

投球回数 打者 球数 被安打 奪三振 四死球
6 5

櫻井　想真

中島　健之介

常盤平
氏名

矢吹　優真

田中　雷人

倉持　樹
川端　塁

松崎　快成

小島　有貴
石嶋　陸人
飯村　翔太

納谷　泰平

大木　空

政藤　航河

竹内　隆輔

明野
氏名

市村　隼杜
鈴木　大陸
古橋　広夢
古橋　弥武

【本塁打】　  

盗塁

熊坂、納谷－石原

【二塁打】　 石崎、倉本（常盤平） 【三塁打】　 齋藤（常盤平）

常盤平

スリーボンドベースボールパーク上柚木③（14：27～15：38）

チーム名

明野

常盤平

【投手－捕手】 川端、松崎、古橋広－市村
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　積極的な攻撃！！常盤平中が悲願の東京ドームでの決勝戦に進出！！

＜準決勝＞　 松戸市立常盤平中学校（千葉）　対　筑西市立明野中学校（茨城）

明野

令和５年度　第４8回　関東中学校軟式野球大会

＜試合を振り返って＞

常盤平中 鈴木 慎吾 監督

準決勝は「全中出場を決めたので、あとは楽しんで次の東京ドーム

に繋がる試合をしよう」と、選手達に声を掛けて試合に臨みました。

見事に有言実行してくれました。常盤平は、脚力と守備力が売りの

チームなので、この二つを出せたことは大きかったです。今の三年

生が入部した時から「君達で全中に行こう」と話していた。東京ド

ームでは常盤平らしくプレーをしていきます。

常盤平中 石崎 翔斗 キャプテン

全中出場は決まっていましたが「必ず東京ドームに行く」と決めて

関東大会に挑んだので、準決勝は強い思いで初回からスイッチを入

れて、自分達らしい野球をすることができました。東京ドームでプ

レーできる機会は滅多にないと思うので、まずは楽しんで、自分達

らしい野球ができるように頑張ります。

明野中 古田部 祐也 監督

全てにおいて完敗でした。選手達が精一杯プレーした結果なので、

相手が上回っていたということだと思います。次の全中では関東代

表としてふさわしいプレーを、そして自分達の野球をできるように、

一度基本に立ち返り、反省点を修正して頑張っていきたい。


